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L(∞)はシミュレーションの結果より評価した準平衡の値である｡またDは,自己相似な図形

の場合,周長Lとエレメントの長さvEとの間にL∝ el-D なる関係があることを利用して決定

する｡ 各時刻のパターンを,格子間隔の奇数倍(vF)に粗視化したときの周長 L(6)を測定した(図

3)｡この場合の粗視化とは,縦 ･横各々吉の領域を,その中で占める面積の多い方の相で塗

りつぶすことである｡ われわれのシミュレーションでは強磁性の場合と反強磁性の場合を行っ

たが,両方の場合ともD～_1.7-1.8という結果が得られた｡この結果からすれば,V∝Kに∩
わずかな変更を迫るものである｡ しかし,上の粗視化は面積について行ったものであり,界面

について行ったものではないという点に疑問が残 り,さらに検討する必要がある｡
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9. カスケー ドモデルにもとずく1/jノイズ
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非平衡状態におけるゆらぎはしばしば巨視的な大きさ-と増大,又は逆に巨視的な大きさか

ら減衰する｡ゆらぎ自体の長さのスケールのみが系の唯一の長さのスケールであることから,

その増大や,減衰は自己相似的に起こる｡このような巨視的なゆらぎの増大や減衰においては

ある時点で起きた事象は,その前後にいたる時点で同等に,それ故自己相似的に起こる｡

Conductivity又は resistivityのゆらぎを伴

った巨視的な現象を考えよう(図 1)｡ ここで

Currentは次々に impedances

z 1 - 品 - iu, -Z2- 孟 十 γ (1)

で表現されるような2つの状態-分割される｡上

に述べた理由で,このプロセスは自己相似的,す
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カスケー ドモデルにもとず く1/Jノイズ

なわちカスケー ド的となる｡ さらに図2のようにこのカ

スケー ドを繰り込むことが出来るoVl及びV2を図 2の

zl及び Z2を流れるcurrentとすると,それらに連続

の式

V-Vl+V2

及び,オームの法則

(I+ zl)Vl- (I+Z2)V2-ZV-F,

(2)

言
ニ =三

図 2

(3)

が成立する｡ ここで Zは全インピーダンス,Fは外場であり,それぞれ繰 り込れた時間すい進

オペレーター,ランダムカの役割をなす｡(2),(3)より

Z~1- (Z十zl)-1十 (Z十 Z2)~1

が得られる｡ これをZについて解いて

Z- √キ 訂

(4)

(5)

が得られるo frequencyuが小さい時, Z2-γとなり(5滴 Z- 碍 となりTotalcurre-

ntFは次の特異的な方程式

(γdB)1/2V(i)-F(i) (6)

に従うことになる.F(i)がwhitespectrum<F(i)F(t')>-2g∂(i-i')をもつとき,Vの

スペクトルは

･ LVu l2>-蒐 (7)

となり1/Wの singularityをもつことになる｡

上のモデルは次の2つの点で大変興味深い｡ i)単純なプロセスが繰り返し起こることによ

って特異的な性質が出てくる.臨界現象に似ているo ii)電気回路の問題として,直列回路が

代数平均,並列回路が調和平均に対応するのに対して,上のカスケード回路が幾何平均に対応

する｡ 数学的に単純である｡一方現実のモデルとしては currentは分割によって指数関数的

に細分化されるという欠点をもつ ｡ しかしこのことは,カスケー ドを確率過程とすることによ

って取り除くことが出来るo currentの分布は log-normal分布に従 うことが示せる｡ 又,
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逆に log-normal分布であれば(5)式 (より一般的には Z-zBlZ去-8)が成立することが示せる.

尚,1/jノイズではないがカスケー ドの繰 り込みについては文献1を参照されたいO
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10.-次元秩序形成の統計力学的理論
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§1. モデル

最近,相転移を起こすいろいろな系での ｢ドメイン成長｣が関心を集めている｡ そこでは,

系は高温の無秩序状態から,転移点以下に急冷され非平衡状態におかれる｡ その後,局所的秩

序が徐々に形成され,成長していく｡ "この様子を如何に記述するか,ーそして如何なる成長の

法則があるか〝-が問題である｡

われわれは,この間題を界面集団の統計力学として捕える｡ここでは,その第一歩として第

1図に示すような直線状 ドメイン系を考える｡この系は次の機構によって発展するものとする｡

亘)界面は,隣接界面から指数関

数型の引力を受けて運動する｡

第 i番目の ドメインの大きさZ.i

は次の式に従って変化する｡

虫-U*(zL_1)-2U*(zi)dt
十U*(zi.1),

(1)

ここで,i-1,2/･.,N(i),U*(I)

- (α/2)e-Z作 で,αは正の
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叫

gt-, Z.･ EL+,

第1図 2種の直線状 ドメイン系


